
科⽬ナンバー  RMGT/SSCS1165 

科⽬名  教養特殊講義５  

担当教員  古⾕ 洋⼀  

対象学年  1年  開講学期  前期  

曜⽇・時限  ⽉２  

講義室  1207  単位区分  選  

授業形態  講義  単位数  2 

科⽬⼤分類 総合教育  

科⽬中分類 総合基礎  

科⽬⼩分類 ⽂化教養  

科⽬の位置付け（開発能⼒）

■ＤＰコード-学修のゴールを⽰すディプロマポリシーとの関連
  DP7-C[他者理解・倫理観・公共⼼] ⼈間の⾏動の正誤に関する推論に正⾯から取り組み、社
会的な存在としての⾃⼰の⾏動原理を獲得することができる。
  DP1-D[市⺠的素養・市⺠的教養] 市⺠的素養と参加コミュニティに積極的な変化をもたらす
ために、知識・スキル・価値観・動機を動員することができる。
  DP4-I[理解⼒・分析⼒] ⽂章表現、数値データを適切に扱いつつ、情報の収集と取捨選択、
分析と加⼯を有効かつ円滑に⾏い、課題の解決につなげることができる。
■ＣＲコード-学修を通じて開発するマインドセット・ナレッジ・スキルを⽰すコモンルーブリ
ック（ＣＲ）との関連
  Ｃ１倫理的思考・社会認識︓20%
  Ｄ１市⺠的要素と参加︓50%
  Ｉ１理解・分析と読解10％
  Ｉ２量的分析10％
  Ｉ３情報分析10％  

教員の実務経験
  1986年に警察庁に⼊庁し、以後35年余にわたり警察庁での治安政策⽴案と都道府県警察での
治安対策実施に従事した経験を踏まえ、制度と現実の両⾯から市⺠⽣活の安全を巡る問題を具
体的に説明します。（第2〜13回）  

成績ターゲット区分 ■能⼒開発の⽬標ステージとの対応
  2  進⾏期〜3  発展期  

科⽬概要・キーワード

  犯罪は、市⺠⽣活のあらゆる隙を⾒つけて忍び寄ってきます。学⽣にも無縁ではない幾つか
の犯罪類型を取り上げ、その実態とリスクの具体的内容を概観するとともに、リスク回避・低
減のための個⼈・コミュニティ（地域社会）・警察（⾏政）の対処⾏動の在り⽅ないし役割に
ついて、法制度との関連を含めて考察します。授業形態は講義形式により⾏います。なお、対
応するコンピテンスに基づき効果的な授業⽅法として、⼜は各授業を補完・代替するためオン
ライン授業を⼀部取り⼊れる場合があります。
■キーワード︓犯罪、リスク回避、市⺠⽣活の安全  

授業の趣旨

■副題
  市⺠社会を取り巻く犯罪状況を正しく認識し、リスク回避・低減の⼿法を理解する。
■授業の⽬的
  ⽐較的⾝近な犯罪を素材に、それへの対処の在り⽅を理解することで、危機管理の必須要素
であるリーガルマインドとリスクリテラシーの基礎を養うことを⽬的とします。
■授業のポイント
  犯罪リスクの内容を類型ごとに具体化し、実例を取り上げながら学修します。    

タイトル「2023年度危機管理学部(公開⽤)」、フォルダ「実務経験のある教員による科⽬」
シラバスの詳細は以下となります。
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総合到達⽬標

■⼀般⽬標（GIO）
  市⺠⽣活における犯罪リスクとそれへの適切な対処について、⾃ら考えることができるよう
になる。
■個別⾏動⽬標（SBOs）
・市⺠⽣活に影響を及ぼす犯罪の状況について具体的に説明できるようになる。（第1〜13
回）
・犯罪リスクの内容について具体的に説明できるようになる。（第2〜13回）
・犯罪への対処における個⼈・コミュニティ・警察（⾏政）の役割について説明できるように
なる。（第2〜14回）  

成績評価⽅法

■リアクション・ペーパー14回（30％）︓適⽤ルーブリック  C1・D1・Ｉ1・Ｉ2・Ｉ3
（評価の観点）講義内容を踏まえて⾃分の考えを具体的・論理的に表現できているかを評価し
ます。
（フィードバックの⽅法）次回授業時に解説を⾏います。
■レポート2回（70％）︓適⽤ルーブリック  C1・D1・Ｉ1・Ｉ2・Ｉ3
（評価の観点）講義内容の定着度のほか、記述内容の具体性・論理性を評価します。
（フィードバックの⽅法）提出後の授業で論点等を解説します。  

履修条件 ありません。  

履修上の注意点 事前配布資料等をしっかりと読んで授業に臨んでください。  

授業内容 回 内容

1

①授業テーマ ガイダンス、犯罪情勢と国⺠の意識
②授業概要
・我が国の犯罪の動向と特徴について説明できるようになる。（Ｄ1・Ｉ2）
・授業の進め⽅と評価⽅法について説明するほか、講義全体の導⼊として、我が国の客
観的治安指標（犯罪統計）といわゆる体感治安の状況を概観します。
③予習（120分）警察⽩書（令和4年版）46〜50⾴を読み、現在の犯罪情勢を⾃分なり
に（⽩書の記述にこだわらず）評価してみる。
④復習（120分）授業内容を踏まえて、予習時の⾃分の情勢評価を再考する。

2

①授業テーマ 薬物乱⽤１
②授業概要
・薬物乱⽤の現状と規制の必要性について説明できるようになる。（Ｃ1・Ｄ1・Ｉ1・
Ｉ2）
・担当教員の実務経験を踏まえて、薬物乱⽤の危険性、法規制の概要、乱⽤の実態（暴
⼒団の関与を含む。）について解説し、問題点及び今後の課題を考察します。
③予習（120分）事前配布資料を読み、⼤⿇合法化論の是⾮について考えてみる。
④復習（120分）薬物乱⽤がもたらす⾝体的・社会的影響について整理する。

3

①授業テーマ 薬物乱⽤２
②授業概要
・薬物乱⽤問題への基本的な対処について説明できるようになる。（Ｃ1・Ｄ1・Ｉ1・
Ｉ2）
・担当教員の実務経験を踏まえて、薬物取締りの現状と課題、乱⽤防⽌の取組について
解説し、問題点及び今後の課題を考察します。
③予習（120分）事前配布資料及び警察⽩書134〜136⾴を読み、⾃分の周辺における薬
物乱⽤防⽌の取組にどのようなものがあるか考えてリストアップする。
④復習（120分）⾏政機関や各種団体による薬物乱⽤防⽌の取組について整理する。

4

①授業テーマ サイバー犯罪
②授業概要
・サイバー犯罪の現状と基本的な対処について説明できるようになる。（Ｃ1・Ｄ1・Ｉ
1・Ｉ2）
・担当教員の実務経験を踏まえて、サイバー犯罪の現状と対策について解説し、問題点
及び今後の課題を考察します。
③予習（120分）事前配布資料及び警察⽩書2〜6、108〜124⾴を読み、⾃分の周囲に
おけるサイバー犯罪のリスクについて考えてみる。
④復習（120分）学⽣⽣活を送る上でのサイバー犯罪のリスクとその回避・低減の⽅法
について整理する。

5 ①授業テーマ ストーカー・ＤＶ
②授業概要
・ストーカー事案等の現状と基本的な対処について説明できるようになる。（Ｃ1・Ｄ
1・Ｉ1・Ｉ3）
・担当教員の実務経験を踏まえて、ストーカー・ＤＶ等の問題の現状と対策について解
説し、問題点及び今後の課題を考察します。
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③予習（120分）事前配布資料及び警察⽩書51〜54⾴を読むほか、2010年以降の主要
なストーカー事件について調べておく。
④復習（120分）ストーカー・ＤＶ対策のための各種制度・施策について整理する。

6

①授業テーマ ⾵俗営業法
②授業概要
・⾵俗営業等に起因する社会問題について理論的に説明できるようになる。（Ｃ1・Ｄ
1・Ｉ1・Ｉ3）
・担当教員の実務経験を踏まえて、⾵俗⾏政上の規制を巡る幾つかの論点について解説
し、問題点及び今後の課題を考察します。
③予習（120分）事前配布資料及び警察⽩書73〜76⾴を読むとともに、⾵営法第2条に
掲げる各営業の具体的内容をインターネット等で調べて理解しておく。
④復習（120分）各営業類型の性格とそれに対する規制の在り⽅を理由と共に整理す
る。

7

①授業テーマ 性犯罪
②授業概要
・性犯罪の現状と基本的な対処について説明できるようになる。（Ｃ1・Ｄ1・Ｉ1）
・担当教員の実務経験を踏まえて、性犯罪（痴漢、盗撮を含む。）の現状と対策につい
て解説し、問題点及び今後の課題を考察します。
③予習（120分）事前配布資料を読み、性犯罪前科者に対するGPS装着義務の是⾮につ
いて考えてみる。
④復習（120分）性犯罪の防⽌と被害者保護のための各種制度・施策について整理す
る。

8

①授業テーマ 特殊詐欺
②授業概要
・特殊詐欺の現状と基本的な対処について説明できるようになる。（Ｃ1・Ｄ1・Ｉ1・
Ｉ3）
・担当教員の実務経験を踏まえて、架空料⾦請求詐欺その他の特殊詐欺の現状と対策に
ついて解説し、問題点及び今後の課題を考察します。
③予習（120分）事前配布資料及び警察⽩書61〜62⾴を読むとともに、なぜ騙されてし
まうのかを考えてみる。
④復習（120分）特殊詐欺防⽌のための各種施策・制度について整理する。

9

①授業テーマ 反社会的勢⼒
②授業概要
・反社会的勢⼒による被害を防⽌するための基本的な対処の在り⽅について説明できる
ようになる。（Ｃ1・Ｄ1・Ｉ1・Ｉ3）
・担当教員の実務経験を踏まえて、暴⼒団、半グレ等の反社会的勢⼒による違法⾏為の
現状と対策について解説し、問題点及び今後の課題を考察します。
③予習（120分）事前配布資料及び警察⽩書126〜133⾴を読み、最近の暴⼒団の脅威に
ついて⾃分なりに評価してみる。。
④復習（120分）反社会的勢⼒による被害を防⽌するための基本的な対処の在り⽅や役
割を個⼈、企業・団体、警察のそれぞれについて整理する。

10

①授業テーマ 消費⽣活の安全
②授業概要
・消費⽣活の安全を脅かす犯罪の現状と基本的な対処について説明できるようになる。
（Ｃ1・Ｄ1・Ｉ1・Ｉ3）
・担当教員の実務経験を踏まえて、キャッチセールス、マルチ商法など消費⽣活の安全
を脅かす犯罪（悪質商法、悪徳商法）の現状と対策について解説し、問題点及び今後の
課題を考察します。
③予習（120分）事前配布資料及び警察⽩書66〜67⾴を読み、⾃分や家族・知⼈がアプ
ローチされたことがないか考えてみる。
④復習（120分）学⽣⽣活を送る上でのこれらの犯罪のリスクとその回避・低減の⽅法
について整理する。

11

①授業テーマ 公共交通の場における安全
②授業概要
・公共交通の場における犯罪リスク回避・低減のための基本的な対処について説明でき
るようになる。（Ｃ1・Ｄ1・Ｉ1）
・担当教員の実務経験を踏まえて、公共交通の場における犯罪の現状と対策について解
説し、問題点及び今後の課題を考察します。
③予習（120分）事前配布資料を読むとともに、⾃分が通学に利⽤する公共交通の場に
どのような犯罪リスクがあるかを想像し、リスク回避・低減の⽅法を考えてみる。
④復習（120分）授業内容を踏まえて、予習時に考えた内容を再考する。
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12

①授業テーマ カルト問題
②授業概要
・いわゆる「カルト」の危険性とリスク回避のための基本的な対処について説明できる
ようになる。（Ｃ1・Ｄ1・Ｉ1・Ｉ3）
・担当教員の実務経験を踏まえて、カルトの問題について解説し、問題点及び今後の課
題を考察します。
③予習（120分）事前配布資料及び警察⽩書188⾴を読むとともに、オウム真理教によ
る⼀連の事件について調べ、⼤学⽣らがなぜ⼊信したのかを考えてみる。
④復習（120分）カルト団体がアプローチしてきた場合を想定し、どのように対応すべ
きかを考えて整理する。

13

①授業テーマ テロ対策
②授業概要
・テロの現状と基本的なテロ対策について説明できるようになる。（Ｃ1・Ｄ1・Ｉ1・
Ｉ3）
・担当教員の実務経験を踏まえて、国内外のテロ問題の現状と対策について解説し、問
題点及び今後の課題を考察します。
③予習（120分）事前配布資料及び警察⽩書176〜183⾴を読むとともに、2000年以降
における国内外の邦⼈被害のテロ事件の発⽣状況を調べておく。
④復習（120分）「テロを許さない社会づくり」のための官⺠それぞれの役割について
整理する。

14

①授業テーマ 総合的犯罪対策
②授業概要
・政府の犯罪対策について全体的な観点から説明することができるようになる。（Ｃ1・
Ｄ1・Ｉ1）
・「「世界⼀安全な⽇本」創造戦略2022」に基づく政府の総合的な犯罪対策について解
説します。
③予習（120分）「「世界⼀安全な⽇本」創造戦略2022」1〜8⾴及び警察⽩書93〜95
⾴を読み、第13回までの授業との関連を⾃分なりに考察しておく。
④復習（120分）同戦略全⽂を読んで「総合的犯罪対策」への理解を深める。

15

①授業テーマ まとめ
②授業概要 講義全体のまとめと補⾜を⾏います。（Ｃ1・Ｄ1・Ｉ1・Ｉ2・Ｉ3）
③予習（120分）第14回までの講義内容（配布資料、ノート）を⾒直しておく。
④復習（120分）講義全体を踏まえて、犯罪リスク回避・低減の観点から⾃らの⽇常の
⾏動を点検・省察する。

関連科⽬ 「社会安全政策論RMGT3521」（2年次前学期配当）、「警察⾏政RMGT3525S」（3年次後学
期配当）  

教科書 国家公安委員会・警察庁『令和4年版警察⽩書』（2022）  

参考書・参考ＵＲＬ

・⾦⼭泰介『新版警察⾏政概論』⽴花書房（2019）
・警察政策学会編『社会安全政策論』⽴花書房（2018）
・「「世界⼀安全な⽇本」創造戦略2022」（2022.12.20閣議決定）
https://www.kantei.go.jp/jp/content/000119821.pdf
・犯罪対策閣僚会議ウェブサイト
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/hanzai/index.html  

連絡先・オフィスアワー

■連絡先
  開講時に告知します。
■オフィスアワー
  ⽊曜1限。それ以外の時間帯も、必要に応じてメール等を通じた事前予約により対応します。
 

研究⽐率  

Copyright (c) 2016 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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